
　
日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
が
増
え
る
に
伴
い
、
医
療
現
場
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
。
言
葉
や
風
俗
、
習
慣
の
違
い
か
ら
く
る
異
文
化
摩
擦
、
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
不
法
就
労

者
や
短
期
滞
在
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
起
き
る
医
療
費
を
め
ぐ
る
問
題
…
…
。
こ
う

し
た
。
外
匝
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
型
医
療
に
見
直
し
と
対
応
を
追
っ
て
い
る
。

　
摩
擦
　
日
本
人
の
医
師
と
外

国
人
の
患
者
と
の
間
で
ど
ん
な

摩
擦
が
起
き
て
い
る
の
か
。

　
妊
娠
し
て
入
院
し
た
中
国
や

台
湾
の
女
性
は
、
あ
ま
り
生
野

菜
を
食
べ
な
い
と
い
う
。
母
国

で
は
妊
娠
中
、
お
な
か
を
冷
や

す
の
は
よ
く
な
い
と
、
冷
た
い

も
の
は
控
え
る
か
ら
だ
。

　
欧
米
人
は
薬
に
敏
感
で
、
種

類
や
副
作
用
を
詳
し
く
聞
く
。

日
本
の
Ｊ
栗
漬
け
々
を
嫌
が
っ

て
、
指
示
通
り
服
用
し
な
い
人

も
。
と
く
に
抗
生
物
質
は
使
い

た
が
ら
な
い
。
ほ
国
の
か
か
り

つ
け
医
師
に
、
７
７
ク
ス
で

　
「
飲
ん
で
い
い
か
」
と
問
い
合

わ
せ
る
米
国
人
も
い
る
。

　
入
院
患
者
の
場
合
、
週
一
回

程
度
あ
る
順
番
制
の
入
浴
を

　
［
不
潔
だ
］
と
嫌
が
り
、
毎
日

シ
ャ
ワ
ー
を
使
い
た
が
る
。
イ

ス
ラ
ム
系
の
女
性
は
、
男
性
医

師
の
前
で
肌
を
見
せ
よ
う
と
し

な
い
と
い
弓
・
。

　
自
宅
に
「
台
湾
語
と
北
京
語

に
よ
る
い
の
ち
の
電
話
関
西

生
命
線
」
を
設
け
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
て
い
る
台
湾
出
身
の

伊
藤
み
ど
り
さ
ん
（
四
こ
目
大
阪

外
国
人
患
者
と

市
西
区
０
は
十
五
年
前
に
日
本

人
と
結
婚
し
た
。
長
女
を
出
産

す
る
時
、
初
め
は
近
所
の
産
院

に
通
っ
た
が
、
言
葉
が
う
ま
く

通
じ
ず
ス
ト
レ
ス
が
高
じ
た
。

　
「
産
む
の
が
怖
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
ど
う
伝
わ
っ
た
の
か
。

　
「
そ
れ
な
ら
、
お
ろ
し
た
ら
」

と
医
師
に
邑
わ
れ
、
傷
つ
い

た
。
結
局
、
知
人
に
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
台
湾
入
経
営
の
病
院

で
出
産
し
た
と
い
う
。

　
医
療
保
険
民
間
団
体
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
　
（
本

部
・
岡
山
市
）
は
昨
年
、
東
京

都
内
に
「
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
」
を
設
け
、
外
国
人
の
電

話
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
月
に

約
百
件
、
七
割
は
「
召
集
の
分

か
る
医
師
の
細
介
」
、
一
割
が

　
「
医
療
制
度
寸
の
相
談
だ
。

　
医
療
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
神

戸
市
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
。
治
療
費
約
百
六
十
万
円
を

支
払
え
な
い
ス
リ
ラ
ン
カ
八
留

学
生
に
対
し
て
、
神
戸
市
が
生

活
保
護
法
に
基
づ
く
医
療
扶
助

る
。
だ
が
、
総
務
庁
の
昨
年
の

調
査
で
は
、
医
療
機
関
を
利
用

し
た
外
国
人
の
う
ち
約
五
三
％

が
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
神
戸
市
は
一
九
九
〇
年
か
ら

し
か
な
く
、
病
気
に
な
っ
て
も

治
療
を
受
け
た
が
ら
な
い
人
が

多
い
。
支
援
団
体
の
間
で
は
「
不

法
就
労
者
で
も
緊
急
医
療
は
保

障
す
べ
き
だ
」
と
の
声
も
。

　
対
応
外
国
語
で
医
療
情
報

の
資
料
を
つ
く
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
神
戸
市
は
日
本
語

と
英
語
で
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
と
手
続
き
を
紹
介
し
た
パ
ン

言葉通じず

ト
ラ
ブ
ル
　
　
ー

　
几
ソ
ヶ
十
二
一

を
適
用
、
全
額
支
給
し
た
。
し

か
し
、
国
は
「
適
用
は
定
住
外

国
人
に
限
ら
れ
る
」
と
治
療
費

の
四
分
の
三
に
当
た
る
国
庫
負

担
分
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
。

　
現
在
、
目
本
に
滞
在
す
る
外

国
人
は
百
万
人
に
達
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
外
国
人
登
録
や

合
法
的
な
滞
在
が
一
年
以
上
、

と
い
・
っ
た
条
件
を
満
た
せ
ば
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き

市
内
に
住
む
留
学
生
を
対
象
に

保
険
料
の
補
助
制
度
を
始
め
た

が
、
対
象
者
約
五
百
人
の
う
ち

加
入
者
は
二
百
数
十
人
ど
ま

り
。
特
に
社
会
主
義
国
の
中
国

人
に
保
険
制
度
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
が
難
し
い
と
い
う
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
国
保

の
加
入
資
格
が
な
い
不
法
就
労

者
。
民
間
の
保
険
に
入
る
か
、
自

分
で
全
額
医
療
費
を
負
担
す
る

習慣も違い

健保未加入

フ
レ
ッ
ト
を
留
学
生
に
配
布
。

大
阪
府
は
、
外
国
語
が
通
じ
る

病
院
名
や
症
状
の
伝
え
方
を
日

本
語
と
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
で

嗇
い
た
冊
子
を
作
っ
た
。

　
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の

小
林
米
幸
所
長
は
「
相
手
の
風

俗
や
習
慣
を
理
解
し
な
い
で
起

き
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。
外
国

人
は
検
査
や
薬
の
費
用
を
知
っ

て
か
ら
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

る
が
、
勤
務
医
で
保
険
点
数
の

仕
組
み
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど

れ
だ
け
い
る
か
。
薬
漬
け
や
待

ち
時
間
が
長
い
⊇
分
治
？

な
ど
の
改
善
も
、
よ
り
迫
ら
れ

て
い
る
］
と
話
す
。
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